
このプログラムは高齢者住宅
銀木犀(ぎんもくせい)で開発されたものをレンタルし、コンテンツを活用して

長久手市内の認知症地域支援推進員が実施するものです。

‐認知症を＂体験＂する‐

場所：福祉の家
研修室場所：福祉の家
研修室
8月1日から

申し込みOK！

各回 先着

最大２０名限定

※申し込み状況により申込日の調整の相談をさせていただく可能性があります。

認知症を『学ぶ』のではなく認知症を『体験する』ことで
認知症のある方への理解を深めることを目指します。

プログラムの一例 当事者インタビュー 一人ひとりが体験

アルツハイマー月間

プロジェクト

長久手市民
専門職の方が
参加できます！

長久手市民

専門職の方が
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問合先
長久手市社会福祉協議会
地域包括支援センター
☎0561-64-1155

認知症地域支援推進員
全市担当
田中

　認知症になると想いを表に出しづらくなり、代わりに起こす行動が周囲には理解できないも

のと映ってし
まうことが多くあります。自分が認知症を経験したことがないから、認知症のあ

る方に共感をしにくく、『もう何もわからなくなってしまった人』『なんだか怖い』という感情

につながるのでは。そんな想いから、認知症がある方たちの世界を一人称体験する『ＶＲ認知

症』が生まれました。
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